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Abstract
In this study, we applied a water treatment system comprising the coagulation precipitation, membrane fi ltration, 
and advanced oxidation processes to the wastewater discharged by the wet decontamination process of incineration 
plants. As a result, heavy metals and dioxins included in the discharged wastewater were removed to below the 
environmental standards. In this process, the fl oc formation process by the coagulation of submicron-sized particles is 
important as this process affects the decomposition of dioxins in the advanced oxidation process. The existence of 
large fl ocs formed from submicron-sized particles might remove the need for the advanced treatment process from the 
water treatment system. However, it is important to consider the various conditions related to all processes, such as the 
nature of the target raw water, the constraints of the site, the type of by-product waste, and the cost, to build the 
optimum water treatment system.
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を最適化して粒径画分が 0.1 µm 未満の浮遊性物質を除
去することにより，DXNs を排水基準値以下まで除去で
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シン類の測定方法（JIS K 0312）に基づき，DXNs 濃度










































































































上澄水（Fig. 2の B），膜処理水（Fig. 2の C），促進酸
化処理水（Fig. 2のD）の 4箇所である。膜処理水につ















H2O2/O3/UV併用型，H2O2 注入量：10 mg L-1，O3 注入
率：55 mg L-1，UV出力：500 W，反応時間：30 min
※運転に要する最低限の水量
Table 1　適用された処理システムの仕様
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　SS, DXNs, VOCおよび油，重金属類の処理費用をFig. 
4に示す。横軸には設備の処理能力（m3 h-1）と総稼働時
間（h）の積である総処理水量（m3）を示す。縦軸には，


























れ 2300 pg-TEQ g-1，1700 pg-TEQ g-1，電気集塵機で
は 46000 pg-TEQ g-1 の値を示した。焼却炉に投入され
た廃棄物のうち，燃焼により残った灰分および不燃物は
使用薬剤 Run1 Run2
活性白土 2000 mg L-1 2000 mg L-1
重金属捕集剤 60 mg L-1 180 mg L-1
塩化第二鉄 280 mg L-1 120 mg L-1
ポリ塩化アルミニウム 0 mg L-1 180 mg L-1








である。縦軸は，SS除去のうち総処理水量 10,000 m3 に要する費用を基
準とした相対値を示す。

















原水の SS 濃度は，初期の 100 h までは 10～100 mg L-1
































①焼却炉 2300 pg-TEQ g-1
②灰出コンベア 1700 pg-TEQ g-1
③煙突 31000 pg-TEQ g-1
④電気集塵機 46000 pg-TEQ g-1







5における運転時間 258 h と同一期間である。
150 水環境学会誌　Journal of Japan Society on Water Environment











　Run1 および Run2 について，各位置（Fig. 2 の A～










去されている。採水位置 D における DXNs 濃度は 18 
pg-TEQ L-1 であり，10 pg-TEQ L-1 までに低下させる







原水中の DXNs の 99.99％が除去され，濃度は 0.059 
pg-TEQ L-1 まで低下した。
　採水位置CからDの間の除去率の変化を見ると（Fig. 
7（b）拡大図），Run1 よりも Run2 の除去率が向上して
いることがわかる。Run1 の SS 濃度は（Table 4），6.0 
mg L-1（採水位置 C）から 3.9 mg L-1（採水位置 D）へ
低下したのに対し，別途測定したRun2のSS濃度は，4.7 












濃度を 0.1 µm 未満，0.1～1 µm，1 µm 以上の 3つの粒
径画分で測定した。その結果，凝集操作により0.1 µm未
満に存在するDXNsが 0.1～1 µmまたは 1 µmの画分に
取り込まれることを示している。以上のことから，Run2
における除去性能の向上は，0.3 µm未満の微粒子に吸着
















A B C D
Cd （mg L-1） 0.041 <0.005 － －
Pb （mg L-1） 0.75 0.02 <0.01 －
As （mg L-1） 0.021 <0.005 － －
Hg （mg L-1） 0.0021 <0.0005 － －
SS （mg L-1） 978 18.5 6 3.9




Fig. 8　 採水位置 Cの水中に含まれる懸濁物質の粒子径分布
（Run2）
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調査論文 ― Survey Paper
［論　文　要　旨］
　汚染源を対象とする浄化対策へ水処理システムを適用する場合，水質変動への安全率や事業コストを考慮
した合理的なシステムが求められる。合理的なシステムを構築するためには，様々な実践データの蓄積が重
要である。本論文では，焼却施設解体工事の除染工程から発生する排水に対し，現場において凝集沈殿処理，
膜ろ過処理，促進酸化処理からなる水処理システムが適用された事例について報告する。当該処理システム
において，重金属類は凝集沈殿処理および膜ろ過処理によって環境基準以下まで除去可能であった。ダイオ
キシン類については，微粒子の凝集操作を適切におこなうことにより，膜ろ過および促進酸化処理による除
去性能が向上する傾向が見られ，環境基準以下まで除去可能であった。合理的な水処理システムを適用する
ためには，排水の発生過程と性状，処理システム全体での除去特性を考慮して検討する必要があることを示
した。
キーワード：凝集沈殿処理；膜処理；促進酸化処理；焼却施設除染排水；ダイオキシン類
